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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、喉頭摘出され音声機能を喪失した患者の代替音声として、著者が自ら考案し

た食道内腔から気管側へ向かって穿刺する、今までと逆方向の穿刺方法をおこなう二期的

挿入方法の有用性を検討したものである。その結果、本手法は独創性に基づく新たな手技

であり、喉頭摘出をおこなった頭頸部悪性腫瘍患者22名中21名（95%）においてボイスプロ

ステーゼを安全・簡易・短時間に施行可能であることが明らかになった。本手法はFukuhara 

Methodと命名され、すでに特許も取得している（特許公開番号；2012-165895）。今後のボ

イスプロステーゼの二期的挿入法として広く普及することが期待されており、明らかに学

術水準を高めたものと認められる。 
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